
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　⑩
  eq \o\ad(仮受金（前受金・預り金）の内訳書,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
	
	　
	eq \o\ad(相手先,                            )
	
	
	

	
	科目
	名　称（氏　名）
	所　在　地（住所）
	法人・代表
	eq \o\ad(期末現在高,                  )
	取引の内容
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（法0302－10）
（注）１．「科目」欄には、仮受金、前受金、預り金の別を記入してください。

２．相手先別期末現在高が50万円以上のものについては各別に記入してください。ただし、役員、株主及び関係会社については、期末現在高が50万円未満であってもすべて各別に記入してください。

３．「取引の内容」欄には、例えば「受注工事の前受金」、「源泉所得税預り金」等と記入してください。

４．社内預金がある場合には、「相手先」欄に「社内預金」と、「期末現在高」欄に期末現在高の合計額を、「取引の内容」欄には期中の支払利子額（未払利子を含みます。）をそれぞれ記入してください。


eq \o\ad(源泉所得税預り金の内訳,                              )
	
	年　月　日
	所得の種類
	eq \o\ad(期末現在高,                  )
	年　月　日
	所得の種類
	eq \o\ad(期末現在高,                  )
	

	
	　 　年
	　  月分
	
	　  百万
	　　 千
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（注）「所得の種類」欄には、給与所得は「給」、退職所得は「退」、報酬・料金等は「報」、利子所得は「利」、配当所得は「配」、非居住者等所得は「非」と簡記してください。
